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2013/7/17 第45回獣医学特論　 7月17日（ 水） 13： 00～17:30（ 弥生講堂） 　 担当： 獣医

内科学

「 伴侶動物における臨床疫学研究： Evidence-based Medicine（ EBM） のため

に (Clinical Epidemiologic Study for Evidence-based Medicine) 」

講義内容

近代獣医学は医学と 同様ｴﾋﾞ ﾃ゙ ﾝｽに基づいた診断と 治療が要求さ れ、 そのた

め個ではなく 動物集団を対象と し て解析する臨床疫学研究が盛んに行われて

います。 今回の獣医学特論では、 より ク オリ ティ の高いｴﾋﾞ ﾃ゙ ﾝｽを 得るため

の臨床疫学研究の基礎と 、 現状のト ピッ ク スについて４ 名の先生方にご講義

いただきます。 また最近東京大学でも グローバル化の名のも と 英語での講義

を 増やすこ と が検討さ れていますが、 今回の獣医学特論は２ 名の海外講師を

お招き し てその講義は英語で行っ ていただく こ と と し まし た。 世界にはばた

く 大学院生の皆さ んはぜひ頑張っ て英語の講義についていっ てく ださ い。

13:00-13:05 Introduction　 Koichi Ohno　 （ Tokyo Univ.）

13:05-14:25 Evidence-based Veterinary Medicine: Theory and Practice （ 獣医領域

のEBM： 理論と 実践）  Dr. Philip H. Kass (UC Davis) （ ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大ﾃ゙ ﾋーﾞ ｽ校）

14:25-14:35 休憩

14:35-15:35 Nutritional Management of hyperthyroidism in cats （ 猫の甲状腺機能

亢進症の栄養管理）  Dr. Lynda Melendez　 （ Mark Morris Institute）  （ マーク

モーリ ス研究所）

15:35-15:45 休憩

15:45-16:30 Analysis of prognostic factors for canine lymphoma （ 犬のリ ンパ腫の

予後因子に関する解析）  Dr. Masahiko Sato (Tokyo Univ.)

16:30-17:30 Shelter medicine: herd management for companion animal （ シェ ルタ

ーメ ディ シン： 伴侶動物医療の群管理）  Dr. Aki Tanaka (UC Davis) （ ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

大ﾃ゙ ﾋーﾞ ｽ校）
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更新情報   |  すべて |  お知ら せ |  研究科ト ピ ッ ク ス |  イ ベン ト  |

【 イ ベント 】 2 0 1 3 年度 生物生産工学研究センタ ーシンポジウム(PD F)

1 3 .0 9 .1 1  NEW

【 お知ら せ】 アジア太平洋水文水資源協会（ Ａ Ｐ Ｈ Ｗ） 第６ 回国際会議で

受賞 －蔵治光一郎 准教授（ 生態水文学研究所） －

1 3 .0 9 .0 9  NEW

【 研究成果】 黄砂を も たら す冬季放牧が動物の成育にも 逆効果であるこ と

を実証  1 3 .0 9 .0 5  NEW

【 研究成果】 カ スパリ ー線形成マシナリ ーの構成因子を 発見  1 3 .0 8 .2 8

【 研究成果】 糸状菌におけるスト レ ス顆粒の形成の可視化と 新し い構成因

子の発見  1 3 .0 8 .2 2

【 研究成果】 脂肪細胞分化過程における脂肪滴表面タ ンパク 質ペリ リ ピン

のエピジェ ネティ ッ ク な発現誘導機構を 解明  1 3 .0 8 .2 1

【 お知ら せ】 応用生命化学専攻 三坂 巧 准教授が「 平成2 4 年度 特別研究

員等審査会専門委員（ 書面担当） 」 と し て表彰さ れまし た

1 3 .0 8 .0 9

【 研究成果】 認知症原因遺伝子の一つであるプログラ ニュ リ ンは活性化ミ

ク ログリ アにおけるリ ソ ソ ーム生合成を 制御する

1 3 .0 8 .0 7

【 お知ら せ】 第七回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会

の要旨を掲載し まし た  1 3 .0 8 .0 6

【 お知ら せ】 平成2 5 年度セルロース学会賞を受賞－五十嵐圭日子准教授

（ 生物材料科学専攻） －  1 3 .0 8 .0 1

【 研究成果】 藻類バイ オ燃料を 簡単に抽出できる培養法を発見－ボツリ オ

コ ッ カ スから のジェ ッ ト 燃料生産に一歩前進－  1 3 .0 7 .2 6

【 研究発表】 「 東京大学大槌イ ノ ベーショ ン協創事業」 の発足と 大槌町旧

役場庁舎の3 次元デジタ ル保存  1 3 .0 7 .1 2

【 お知ら せ】 第1 7 回生態学琵琶湖賞を受賞－大手信人准教授（ 森林科学専

攻） －  1 3 .0 6 .2 8
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東京大学大学院農学生命科学研究科 中山 裕之
anakaya@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 1

資料4
獣医学教育の改善・充実に関する

調査研究協力者会議
(第12回）Ｈ25.9.17

東京大学大学院農学生命科学研究科の教育ポリシー

ディプロマ・ポリシー

本研究科は、農学の基礎を形成する諸科学に関する世
界水準の教育、研究を進め、人類が抱える食料や環境を
めぐる多様な課題に取り組む専門性豊かな人材を養成す
ることを目的とする。

アドミッション・ポリシー

農学生命科学が抱える食料や環境をめぐる多様な課題
に取り組む専門分野の学修を目指す人

世界に通用する第一級の専門知識の習得及び研究能力
の向上に熱意をもって取り組む人
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獣医学専攻・獣医学博士課程

1. 研究指導の方法

動物の生命現象に関する理解、病態の解明と克服または公衆衛生

の向上を狙う高度に専門的な研究者の養成を図るため、研究目的、

研究手法、成績の取りまとめ方、論文の書き方などについて指導を

行う。

2. 研究指導の計画

１年時の４月より研究を開始し、修了年度内に学位論文の提出、最

終審査を終えるべく研究計画を立てる。

3. 学位論文に対する評価・基準

５名以上の審査委員が、学位論文の査読および研究内容への質疑

を行い、修了の予定者の総合的な研究能力を評価する。

4. 修了の認定基準

各専門分野で定められた講義、演習、実験および獣医学特論の必要

単位を取得し、かつ、学位論文の評価基準を満たし、合格することを

修了認定の基準とする。

3

入 学 試 験

一般選抜および社会人特別選抜
入学試験：８月下旬

筆記試験：英語、専門科目３科目

（うち１科目は志望の専門分野、残り２科目は受験時に選択）

口述試験：専門科目

出願期間：７月中旬

合格発表：９月上旬

外国人特別選抜
入学試験：２月下旬

筆記試験：英語または日本語、専門科目３科目

（うち１科目は志望の専門分野、残り２科目は受験時に選択）

口述試験：専門科目

出願期間：１月中旬

合格発表：３月上旬
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カリキュラム

形態学特別講義／形態学特別演習／形態学特別実験

生体機能学特別講義／生体機能学特別演習／生体機能学

特別実験

生体防御・寄生体学特別講義／生体防御・寄生体学特別演

習／生体防御・寄生体学特別実験

獣医臨床学特別講義／獣医臨床学特別演習／獣医臨床学

特別実験

獣医学特論＊

＊獣学特論：各研究室が持ち回りで担当。年４回。あるテーマについて
３から５人の演者が講演するシンポジウム形式

5

獣学特論 最近の講義
７月１７日
伴侶動物における臨床疫学研究：Evidence-based Medicine（EBM）のために

担当：獣医内科学研究室

６月１４日
疾患と免疫制御

担当：応用免疫学研究室

１月１８日
ヒトと動物の神経変性疾患研究の現状

担当：獣医病理学研究室

１１月６日
骨破壊、骨転移と破骨細胞  担当：獣医外科学・高度医療科学研究室

１０月１９日
消化管運動のペースメーキング細胞：カハール介在細胞の機能と病態   担当：
獣医薬理学研究室
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専攻横断的な教育・研究プログラム

アグリバイオインフォマティクス・プログラム

農学生命情報科学特論、生物配列統計学、システム生物学概論、分子モデリングと

分子シミュレーション、ゲノム情報解析基礎、バイオスタティスティクス概論 など

アグリコクーン・システム

「産・学・官・民」の連携による、大学院教育のさらなる発展と充実を図る機構

食の安全ゼミナール、国際農業と文化実習、生物多様性と農業、農業環境における

放射線影響ゼミナール など

お知ら せ  -  更新情報・ ト ピッ ク ス

知識情報処理論のレポート 課題を掲載し まし た。 （ 2 0 1 3 年7 月8 日）

アグリ バイ オの講義を受講するには「 2 0 1 3 年度受講証」 が必要と なり ます。 パソ コ ンの貸出

等に必要と なり ますので、 講義の際には必ず持参し て下さ い。 受講証は受講登録手続後、 農

学部2 号館地下1 階1 4 -2号室でお渡し し ており ます。

「 教育プログラ ム」 -「 受講について」 の各項目中に記載済みの質問が寄せら れています。 最

低限Q &  A 集(本学の大学院生の方)およびQ &  A 集(本学の大学院生以外の方)のページ内を

お読みになっ たう えで、 不明な点を問い合わせるよう にし てく ださ い。

平成2 5 年度受講受講生募集要項は こ ちら (PDF)です。

講義やセミ ナーなどのスケジュ ールはこ ちら です。 （ 最終更新日： 2 0 1 3 年6 月1 5 日）

講義で使用するフ リ ーソ フ ト などの情報はこ ちら （ 本学の大学院生の方） または、 こ ちら

（ 本学の大学院生以外の方） をご覧く ださ い。 （ 最終更新日： 2 0 1 3 年4 月3 日）

単位取得証明書・ 修了認定証明書の発行を希望さ れる方は申込用紙「 W o r d 形式、 PD F形

式」 に必要事項を記入し 、 事務局までご連絡く ださ い。

イ ベント 情報  -  セミ ナー・ シンポジウムなど

1 8  Oct (Fri) 1 7 ： 0 0 -1 9 ： 0 0  セミ ナー[亀岡:](農学生命情報科学特論II)

0 1  Nov (Fri) 1 5 ： 0 0 -1 7 ： 0 0  セミ ナー[勝間、 門田:](農学生命情報科学特論III)

0 8  Nov (Fri) 1 5 ： 0 0 -1 7 ： 0 0  セミ ナー[松尾、 大島:](農学生命情報科学特論III)

1 5  Nov (Fri) 1 5 ： 0 0 -1 7 ： 0 0  セミ ナー[岸野、 竹本:](農学生命情報科学特論III)

2 2  Nov (Fri) 1 5 ： 0 0 -1 7 ： 0 0  セミ ナー[二宮、 亀岡:](農学生命情報科学特論III)

ホーム

本ユニッ ト について

メ ンバー

教育プログラ ム

研究フ ォ ーラ ム

イ ベント

お問い合わせ

リ ンク

モバイ ルサイ ト

東京大学大学院農学生命科学研究科 〒1 13 -8 6 5 7  東京都文京区弥生1 -1 -1

Cop yrig h t © アグリ バイ オイ ンフ ォ マティ ク ス教育研究ユニッ ト

受講生の方へ 研究者の方へ

A GRI-COCOON  ( ア グリ コ ク ーン )A GRI-COCOON  ( ア グリ コ ク ーン )は

東京大学大学院・ 農学生命科学研究科に2 0 0 5 年に開設さ れた、

「 産・ 学・ 官・ 民」 の連携による、 大学院教育のさ ら なる発展と 充実を 図る機

構です。

専攻の枠を超え幅広く 学べる場を大学院生に提供するプロジェ ク ト 。  

順次ワーク ショ ッ プやゼミ ナールを 開催し ています。

多数の院生の皆様の参加を お待ちし ています。  

＜農における放射線影響FG＞ 2 0 1 3 /8 /5

　 　 9 月2 0 〜2 2 日> > 　
　 　  森林環境における放射線影響（ 実習）

＜食品安全最前線ゼミ ＞ 2 0 1 3 /8 /1

　 　 8 月1 日> > 　
　 　  食の安全ゼミ ナールⅡ・ 食の安全システム演習 食品安全最前線
ゼミ  夏休み実地研修

＜バイ オマス利用研究特論Ⅱ＞ 2 0 1 3 /8 /1

　 　 8 月1 日> > 　
　 　 バイ オマス利用研究特論Ⅱ前半レポート 課題

＜食の安全ゼミ ナールⅡ・ 食の安全システム演習＞ 2 0 1 3 /7 /1 8

　 　 7 月2 3 日> > 　
　 食品の安全性確保における レ ギュ ラ ト リ ーサイ エンス研究について

＜バイ オマスFG月例セミ ナー＞ 2 0 1 3 /7 /1 6

　 　 7 月1 9 日> > 　
　 　 木材の利用拡大に向けて

夏休み実地研夏休み実地研

修（ 味の素）修（ 味の素）

9 /1 0 〆切で9 /1 0 〆切で

す。す。

【 2 泊3 日の実【 2 泊3 日の実

習】習】

森林環境に お け森林環境にお け

る 放射線影響、る 放射線影響、

9 /9 〆切で す9 /9 〆切で す

7
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研究科横断的な全学教育・研究プログラム

東京大学エグゼクティ・プログラム（EMP）

将来の組織の幹部になる可能性のある優秀な人材を主たる対象にして、これまでどこの教育機関も提供して

いない高いレベルの、全人格的な総合能力を形成させるような「場」を提供することを目的とする。東京大学が

持つさまざまな分野における最先端の知識を供給する。一部を大学院学生にも提供。

2 013/09 /13  15 :5 9東京大学 エグゼク ティ ブ・ マネジメ ン ト ・ プロ グラ ム（ 東大EMP）

1/2  ページhttp : //www .em p .u-tokyo . ac. jp /index .h tm l

ニ ュ ース ＆ト ピ ッ ク スニ ュ ース ＆ト ピ ッ ク ス

2 0 1 3 . 0 4 . 2 02 0 1 3 . 0 4 . 2 0 東大EMP第1 0 期生募集が始まり まし た > > 終了いたし まし た

2 0 1 2 . 0 4 . 2 02 0 1 2 . 0 4 . 2 0 東大EMP第1 0 期プ ログラ ム説明会（ 2 0 1 3 年7 月3 日） のご案内 > > 終了いたし まし た

2 0 1 3 . 0 4 . 1 92 0 1 3 . 0 4 . 1 9 東大EMP第9 期プログラ ムが開講し まし た。

2 0 1 3 . 0 4 . 0 52 0 1 3 . 0 4 . 0 5 東京大学赤門の桜の写真を公開し まし た。

2 0 1 3 . 0 3 . 1 52 0 1 3 . 0 3 . 1 5 東大EMP第8 期プログラ ムは終了し まし た。

2 0 1 2 . 0 7 . 0 62 0 1 2 . 0 7 . 0 6 2 0 1 2 年5 月2 5 日に開催さ れまし た東大EMP4 周年記念シンポジウムの講演録を公開し まし た

（ pdfフ ァ イ ル） 。

2 0 1 2 . 0 5 . 2 92 0 1 2 . 0 5 . 2 9 東大EMPでは、 開講4 年を記念し て『 東大エグゼク ティ ブ・ マネジメ ント 　 課題設定の思考

力』 を東京大学出版会より 出版いたし まし た。

過去のニュ ース＆ト ピッ ク ス

プ ロ グラ ムレ ポートプ ロ グラ ムレ ポート

2 0 1 3 . 0 7 . 2 02 0 1 3 . 0 7 . 2 0 プログラ ムレ ポート 　 〜先端科学技術研究センタ ー（ 駒場Ⅱキャ ンパス） 見学（ 第9 期） 〜

2 0 1 3 . 0 6 . 2 92 0 1 3 . 0 6 . 2 9 プログラ ムレ ポート 　 〜柏キャ ンパス見学（ 第9 期） 〜

2 0 1 3 . 0 6 . 1 82 0 1 3 . 0 6 . 1 8 プログラ ムレ ポート 　 〜農学デー（ 第9 期） 〜

2 0 1 3 . 0 5 . 2 52 0 1 3 . 0 5 . 2 5 プログラ ムレ ポート 　 〜宇宙と 「 無」 ： 星空観望と 坐禅（ 第9 期） 〜

2 0 1 3 . 0 5 . 1 32 0 1 3 . 0 5 . 1 3 プログラ ムレ ポート 　 〜駒場キャ ンパスでの実験体験（ 第9 期） 〜

2 0 1 3 . 0 1 . 2 52 0 1 3 . 0 1 . 2 5 プログラ ムレ ポート 　 〜生産技術研究所見学（ 第8 期） 〜

2 0 1 2 . 1 2 . 2 62 0 1 2 . 1 2 . 2 6 フ ァ ミ リ ーイ ベント 　 〜国立天文台見学（ 第4 回） 〜

2 0 1 2 . 1 2 . 2 02 0 1 2 . 1 2 . 2 0 プログラ ムレ ポート 　 〜柏キャ ンパス見学（ 第8 期） 〜

過去のプログラ ムレポート

こ ちら から 東大Ｅ ＭＰ ポスタ ー

のPDF（ 1 6 7 kb） がご覧いただ

けます

『 東大エグゼク テ ィ ブ ・ マネジメ ント

課題設定の思考力課題設定の思考力』

（ 東京大学出版会）

2 0 1 2 年6 月1 日発売!!

 | 
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以前は、大学教員となるためには研究者
としての業績が重要であり、論文や学会
発表を重ねることが就職に結びつくと考え
られてきた。しかし、現在は採用場面にお
いても研究業績だけでなく教育実績や教
育能力が問われるようになってきた。

また、大学教員には、様々な学習環境学
習環境を実現し、豊かな学びを育むため
に必要な意識、知識、スキルが求められ
ている。

本プログラムは、新たな時代の要請を受
け大学院生のうちから「教育」への意識を
高め、実践的な力を身につけるために開
設された。

大学教員をめざす大学院生のた
めの教授法プログラム
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2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

大学院生数 98 94 90 86 74 70 76 88 85 80

定員比 1.88 1.80 1.73 1.65 1.42 1.35 1.46 1.69 1.63 1.54

女子学生数
（％）

30
(31)

30
(32)

30
(33)

25
(29)

22
(30)

22
(31)

23
(30)

33
(36)

33
(39)

30
(38)

外国人学生数
（％）

23
(23)

21
(22)

17
(19)

22
(26)

18
(24)

18
(26)

26
(34)

26
(30)

23
(27)

21
(26)

東大出身者数
（％）

38
(39)

34
(36)

37
(41)

36
(42)

38
(51)

30
(43)

26
(34)

32
(36)

30
(35)

33
(41)

定員は１３名 X ４ = ５２名

大学院生数の推移（獣医学博士課程）
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修了後の進路
平成１７年度から２２年度 外国人学生を含む

小動物臨床 ５

研究機関研究員
（国内）

３０
東大（農、医、医科研）、帯広畜大、九大、神奈川大、動衛研、日生研、
感染研、都臨床研、都神経科学研、理研 など

研究機関研究員
（海外）

１２
ソウル大獣、アイオワ州大獣、ジョージタウン大医バージニア大医、テ
キサス大医、コロラド大医、ベルリン大 など

大学教員（国内） １４
東大農、日大生物資源、日獣大、大阪府大農、富山大、防衛医大、
聖マリアンナ医大、麻布大、東京医科歯科大 など

大学教員（海外） ４ 韓国・全北大、タイ・カセサート大 など

製薬企業（研究職） ９ 武田、中外、エーザイ、第一三共、アステラス、マルホ、東レ など

他の企業（研究職） １０
味の素、キッコーマン、全農家畜衛研、アプカム、アンファー、日本
ジーン など

企業（研究職以外） ２ 弁理士,、ITベンチャー など

国家公務員 １ 内閣府

地方公務員 ４ 愛媛県、大阪府、岐阜県、東京都（動物園）
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授業料免除

日本学生支援機構（JASSO）奨学金

日本学術振興会（JSPS）特定研究員

ティーチング・アシスタント（TA）

リサーチ・アシスタント（RA）

大学院学生海外研修・国際会議発表支援

国内学術成果発表支援

他の学外機関奨学金

他の学外機関研修成果発表支援

大学院生のための奨学金・成果発表支援など
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獣医学専攻教員数

常勤：３８名

教授２０名（内兼担６）、准教授１６名（内兼担６）、

助教２名

（兼担教員の所属：応用動物科学専攻、農学国際専

攻、附属牧場、医科研）

非常勤：約２５名

13

比較動物医科学大講座

動物育種繁殖学 専攻分野（研究室） 1-1-(1)

獣医解剖学 1-1-1

獣医生理学 1-1-1

獣医薬理学 1-1-0

獣医微生物学 0-1-(1)

獣医公衆衛生学 1-1-0

病態動物医科学大講座

比較病態生理学 1-0-1

獣医病理学 1-1-1

獣医内科学 1-1-1

獣医外科学 1-0-1

実験動物学 1-1-1

獣医臨床病理学 1-0-1

感染制御学 0-1-(1)

獣
医
学
専
修

組
織
表

教授-准教授-助教
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問 題 点

志願者数が減っている

非寺子屋式の講義、演習、実習が必要

プレゼンテーション法、アドミニストレーション法の講義、演

習が必要

奨学資金が少ない

就職先として大学教員の需要が少ない

教員の絶対数が不足

連携大学院教員制度が不十分

競争的研究資金の確保が困難
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東京大学獣医学専攻
→ 農学生命科学研究科の中の一専攻

利点

他の農学分野との交流が容易

広い視野で動物医科学を俯瞰できる

研究科共通科目を履修できる

不利な点

獣医学専攻大学院生への研究費、奨学金、TA ・RA
等の割当が少ない

主体的な改革が行いにくい
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望まれる将来像

国際化の推進

講義の完全英語化

留学生、外国人教員の増員

大学院生の海外留学促進

学位取得後のキャリアパスの促進

奨学金制度の充実

若手教員ポストの充実

学外機関（産官）との研究教育連携の強化
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